







　『Heute Morgen』シリーズ（全 5 巻）1）の第 1 巻として発表されたライ








　1. Rave. Erzählung, 1998
　2. Jeff Koons. Stück, 1998
　3. Dekonspiratione. Erzählung, 2000
　4. Celebration. Texte und Bilder zur Nacht, 1999





























（Vgl. Gamper 2007, 515）。このような問題意識は『レイヴ』においても
通底している。言葉によって理解することや、理解できる言葉によって語
ることは、特定の「現実」を、特定の型にはめ込むことで、物語として創
2）　Patrick Walder: »›Ganz realbrutale Echtrealität‹«, in: Der Spiegel, 14（1998）, S. 224; 
zit. nach Wicke（2011）, S. 41.
































































































































































































































































































































































6）　Vgl. Goetz（1998）, S. 70.　この場面で、ゲッツはその場にいる人々の名前や、彼らと自





















































































なものとなっている（Vgl. Windrich 2007, 144）。すでに別の箇所でも指



















































































雑 誌『フ ロ ン ト ペ ー ジ』の 編 集 者 ユ ル ゲ ン・ラ ー ル マ ン（Jürgen 
Laarmann, 1967─）によって作り出された言葉、「レイヴ社会［Raving 
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